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【背景】細胞膜透過ペプチド（CPP）は数残基から 20 残基程度の比較的短いポリ
ペプチドで、タンパク質や核酸などの生理活性物質を細胞内に取り込ませること
に利用出来る。代表的な CPP であるアルギニンペプチドの取り込み機構の一つと
してマクロピノサイトーシスが示唆されている。また、当研究室ではプロテオグ
リカンがマクロピノサイトーシスの誘導に大きな役割を果たしていることを報告
している。しかし、アルギニンペプチドの効率的な取り込みに直接関与する細胞
表面分子は解明されていない。そこで、本研究では光反応基である
phenyl-trifluoremetyldiazirine を結合させたアルギニンペプチドを用いて、取り込み
に関与する細胞表面分子の同定を目指した。 
【方法】Phenyl-trifluoremetyldiazirine基、ビオチンを共に導入したアルギニンペプ
チドを Fmoc固相合成した。ペプチド処理した細胞に UV照射し、細胞を可溶化し
た後、ストレプトアビジンビーズで濃縮し、SDS-PAGEを行い、差異が見られるバ
ンドに対応するタンパク質をペプチドマスフィンガープリント法により同定した。 
【結果】アルギニンペプチドとして R12 を用いた場合、ミオシン-9 がこれと相互
作用する分子として同定された。ミオシン-9はケモカインレセプターの CXCR4と
相互作用していることが示唆されており、CXCR4が R12の取り込みに関与してい
ることが示唆された。アルギニンペプチドとして R8を用いた解析結果に関しても
報告する予定である。 
 


